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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な遣 構 主 な遺 物 特 記 事 項

志波城跡

第73次
城柵官衛 平安時代 南大路側溝跡

土 坑    1 基
小河道跡

畝状遺格

第74次 平安時代 竪穴住居跡
土 坑

棟

基

第77次 平安時代 政庁東門跡

掘立柱建物跡 2棟

柱 列    1 列

築地塀坊

築地内溝 外 溝跡

整地±   4ヶ 所

土 坑    14基

溝 跡    1 条

土師器 須 恵器 あ かやき土器
鉄製品

政庁東門跡に棟問から四脚

門への建替が認められ、政庁
西門と変遷 構 造 規 模がほ
ぼ同一であることを確認。東
脇殿の後方に掘立柱建物跡が

平行して並ぶことを確認。

近世以降 溝 跡    1 条

第78次 奈良

平安時代

竪穴住居跡

土 坑

溝 跡

棟

基

条

土師器 須恵器 あ かやき土器

第81次 平安時代 基

条

坑
跡
土

藩

土師器 須恵器 あ かやき土器

第32次 縄文時代 陥し穴    1基 政庁正殿跡が5間X2間 の身

合に6間×3間の廻縁が付く構

造であることを確認。政庁北

西部に構造 規 模の類似した

3棟 の掘立柱建物跡がL字 状
に計画的に配置されているこ

とを確認。

平安時代 政庁正殿跡

掘立柱建物跡

土 坑

棟

基

土師器 須 恵器 あ かやき上器

鉄製品

近世以降 溝 跡    2条


